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本
合
は
昭
和
三
年
十
二
月
北
海
道
官
W
凶
大
翠
の
織
員
に
し
て
法
律
経

済
に
閲
す
る
科
皐
や
専
攻
す
る
者
十
一
名
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
、
三
名
'

の
名
m
守
合
員
会
噌
推
薦
し
、
制
附
後
毎
月
例
舎
か
開
催
す
る
こ
と
L
し
て
同

月
二
十
三
日
第
一
回
の
研
究
報
告
が
あ
つ
れ
D

爾
来
昭
和
八
年
十
二
月

迄
下
認
の
如
く
四
十
一
回
の
例
舎
か
開
い
て
ゐ
る
o
昭
和
五
年
十
二
月

に
到
り
研
究
滋
表
機
関
と
し
て
「
法
経
合
論
議
」
か
融
政
行
す
る
計
設
成

り
昭
和
六
年
四
月
第
一
競
ら
後
行
、
九
氏
の
論
文
か
掲
載
す
る
こ
と
か

符
て
之
や
名
啓
合
員
佐
藤
男
岱
に
捧
げ
れ
口
共
後
農
業
経
済
摩
数
霊
式
ぜ

中
心
と
し
て
、
名
月
日
命
円
員
高
岡
博
士
の
花
職
三
十
五
年
紀
念
論
文
集
後

行
の
議
起
り
、
二
十
三
お
の
論
文
か
符
て
「
農
政
と
経
済
」
が
昭
和
七

年
九
月
に
出
版
さ
れ
れ
が
法
終
合
・
4

員
九
氏
が
之
に
執
筆
し
て
必
る
o

爾
来
法
的
松
合
論
議
の
績
刊
存
希
望
し
つ

L
も
、
経
済
上
の
困
難
や
最
も

重
な
る
理
由
と
し
て
今
日
ま
ぐ
後
刊
し
得
な
か
っ
沢
、
、
と
か
遺
憾
に
思

ふ
ロ
然
し
今
後
目
頁
数
与
減
じ
て
も
年
二
回
は
刊
行
し
わ
い
い
と
思
っ
て

之
が
絡
め
の
努
力
た
惜
し
ま
な
い
つ
も
り
で
あ
ろ
O

左
に
例
合
に
於
げ
る
研
究
設
表
の
論
題
其
他
や
掲
げ
る
O

後
表
の
順

位
は
大
体
抽
銭
か
以
て
定
め
て
ゐ
る
O

和

昭

年

法

事

経

合

言E

第
一
回

義
経
済
」

第
二
回

十
二
月
二
十
三
日

波
議
侃
「
資
本
主
義
経
済
と
努
作
主

昭

和
一
月
十
九
日
年
荒
又
操
「
農
業
生
産
の
路
力
性
に
就
い
て
」

根
本
通
美
「
智
能
援
に
就
い
て
」

今
悶
清
二
「
経
済
錯
覚
の
認
識
」

土
屋
四
郎
「
美
術
品
の
公
安
に
於
げ
る
美

四

一
ニ
月
二
日

四
月
二
十
日

五
月
十
八
日

術
家
の
遁
及
穫
に
就
い
て
」

第
六
回
大
月
二
十
一
日
ハ
カ
メ
ヲ
翠
舎
と
共
催
し
⑧
総
念
館
に

於
て
公
開
講
演
合
開
催
)
利
岡
崎
純
「
支
那
の
現
欺
に
直
面
し
て
察
明

期
に
あ
る
メ
当
V

ヨ
か
観
る
」
森
本
厚
吉
「
世
界
経
済
の
動
き
」

七
月
十
八
日
野
間
海
治
氏
(
東
大
助
教
授
賞
時
本
事
授

「
米
穀
法
の
問
題
と
籾
」

第
八
回
九
月
二
十
一
日
中
島
九
郎

色
白
D

口
E
r
E
の
一
節
枇
合
主
義
の
利
弊

十
月
二
十
六
日

第
三
国

第
四
国

第
五
回

第
七
回

業
賜
託
)

第
九
回

活
躍
」第
十
回

義」

f町、-.
旨;:I;
(t) (t) 
『 白
戸・ 同
庁 }

ド-

~ !!:.. 
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「円

C?忌
~司、ノ O
Lニ河

和
岡
崎
純
「
米
図
の
南
米
に
向
つ
て
の

十
一
月
十
六
日

佐
藤
日
彦
「
憲
法
制
定
史
上
の
超
然
主

第
十
一
回

十
二
月
二
十
日
上
原
級
三
郎
「
戦
後
濁
泌
一
に
於
げ
る

内
図
杭
民
事
業
と
英
成
績
」
(
「
農
政
と
経
済
」
に
掲
載
)

三

O

一
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(
今
日
迄
合
員
十
一
名
の
と
こ
ろ
小
林
巳
符
次
氏
及
南
銭
歳
氏
入
合

し
て
計
十
三
名
と
な
る
O
)

昭

五

年

和

第
十
二
回

早
川
三
代
治
「
経
済
原
論
に
於
げ
る
数

一
月
十
八
日

皐
的
方
法
に
就
い
て
」

第
十
三
回
二
月
十
五
日

高
倉
新
一
郎

「
農
業
の
起
涼
』

(同・

句
⑦
M
V

一
向
。
落
日
)

第
十
四
回

一
一
七
月
二
十
二
日

波
哨
時
制
「
平
均
償
伎
と
限
界
償
値
に

就
い
て
」

第
十
五
回
四
月
二
十
一
日
商
餓
綴
「
明
治
維
新
前
に
於
げ
る
北

海
道
産
業
政
策
(
前
編
)
「
前
」
松
前
落
の
産
業
政
策
ハ
第
一
報
)
」
〔
法

経
合
論
議
第
一
一
援
に
掲
載
)

第
十
六
回
五
月
十
七
日
小
林
巳
初
次
「
欧
米
瓶
祭
談
」

第
十
七
四
六
月
三
十
一
日
上
原
轍
三
郎
「
日
本
に
於
げ
る
自
作

農
制
定
維
持
問
題
の
総
過
」

第
十
八
回
九
月
二
十
日
今
岡
清
二
「
出
2
E刷
機
の
日
本
漁
業
」

(
松
岡
武
雄
氏
蹄
卒
し
て
合
員
と
な
り
合
員
数
十
四
名
た
算
し
最
初

推
薦
ぜ
る
名
者
合
員
=
一
博
士
と
共
に
今
日
に
至
る
〉

第
十
九
回
十
一
月
二
十
二
日
松
岡
武
雄
「
最
近
北
米
局
自

F

p
gロ
Z
州
に
於
て
行
は
れ
れ
る
農
業
調
査
に
就
い
て
」

第
二
十
凶
十
二
月
二
十
日
早
川
三
代
治
「
F
H
2
0

の
常
数

a

一一一

O
一一

に
就
い
て
」

昭

年

手日

....... ，、一月
十
七
日
中
島
九
郎
「
新
欧
経
巴
の
農
業
問
題
」

第
ニ
十
ニ
回
二
月
二
十
一
日
佐
藤
岡
田
彦
「
損
害
賠
償
請
求
事
件

(
舛
例
批
評
)
」
和
悶
蹴
純
「
巾
央
欧
羅
巴
図
際
事
情
の
一
考
察
」

第
二
十
一
一
一
回
三
月
二
十
日
高
倉
新
一
郎
「
前
松
前
落
の
奮
土
人

第
二
十
一
回

政
策
」
第
二
十
四
回
四
月
二
十
五
日

(
法
経
命
日
論
議
第
一
裁
に
掲
載
)

第
二
十
五
回

w
五
月
十
六
日
荒
又
操
「
米
の
品
質
主
格
廷
と
の
関

係
」
ハ
「
農
政
と
経
済
』
一
に
掲
載
)

第
二
十
六
回
六
月
二
十
七
日
渡
遜
侃
「
C
E乙
2
C
M
L
f
の
o
g
e

B
己
ロ
阿
国
昨
日
戸
山
の
0
0
ヨ
w
R
W
Z
4
O
C
D
-
o口
問
。
田
」

十
月
三
十
一
日
松
岡
武
雄
「
農
業
段
階
に
就
い
て
」

佐
藤
昌
彦
「
清
算
法
人
の
性
質
」

第
二
十
七
回

(
「
農
業
段
階
序
設
」
と
起
し
て
「
農
政
と
絞
済
」
に
掲
載
)

第
二
十
八
四
十
一
月
二
日
和
岡
蹴
純
「
満
蒙
問
題
〈
時
日
と
凶

際
聯
盟
)
」
(
満
蒙
問
題
に
就
い
て
討
論
す
)

第
二
十
九
四
十
二
月
十
九
日
渡
透
侃
「
北
海
道
農
産
物
償
持
論
」

(
農
業
経
済
研
究
第
八
谷
第
三
披
に
掲
載
〉

昭

第
三
十
四

和

七
三
月
十
日

波
透
侃
「
満
蒙
新
関
家
の
農
業
問
題
」
狩

年



別
講
演
畑
長
松
氏
(
北
海
道
際
技
師
)
「
民
有
未
墾
地
開
設
問
題
」

第
三
十
一
回
五
月
十
四
日
佐
藤
口
彦
「
米
関
親
祭
談
」

第
三
十
二
回
六
月
十
八
日
高
倉
新
一
郎
「
ア
干
ヌ
の
農
業
」

(
農
業
経
済
研
究
第
九
谷
第
二
銃
に
掲
載
〉

第
三
十
一
一
一
四
七
月
十
六
日
南
銭
歳
「
前
松
前
夜
の
交
遇
制
度
ハ
放

人
改
と
徴
税
ど
(
一
部
本
斡
に
掲
載
)

第
三
十
四
四
十
月
二
十
二
日
上
原
轍
三
郎
「
濁
逸
内
閥
抗
民
事

業
恐
慌
下
の
最
近
の
事
情
」
土
屋
四
郎
「

7
7
〆
ス
洞
察
談
」

第
三
十
五
回
十
一
月
二
十
六
日
小
林
巳
智
次
「
中
華
民
閣
の
民

法
に
就
い
て
」昭

和

第
三
十
六
回

分
配
に
就
い
て
」

第
三
十
七
回

関
第題
= '-
十
i¥. 
回

J¥ 

年

一
月
二
十
八
日

早
川
三
代
治
「
本
邦
山
林
所
得
の

二
月
二
十
五
日

今
回
清
ニ
「
資
本
的
水
産
業
の
諸

五
月
二
十
七
日

和
田
誠
純
「
欧
洲
の
現
扶
勢
に
就

い
て
」
第
三
十
九
回
六
月
二
十
四
日
土
屋
四
郎
「
昨
年
八
月
九

l
グ
に

於
げ
る
高
凶
比
較
法
舎
議
の
業
蹟
に
就
い
て
」

中
島
九
郎
「
樺
太
の
拓
殖
及
農
業
に
就

303 

い
て
」
第
四
十
回
十
月
十
四
日

(
法
級
品
目
論
議
第
二
輯
に
掲
載
)

法

経

合

言E

事

第
四
十
一
回

十
二
月
二
日

松
岡
武
雄
「
満
洲
の
農
業
終
済
及
び

農
業
政
策
」

以
上
の
外
昭
和
五
年
十
二
月
、
昭
和
六
年
一
月
、
同
年
十
二
月
に
三

回
臨
時
談
話
舎
か
開
催
し
、
小
林
、
荒
叉
、
渡
港
、
高
倉
四
氏
の
研
究

書
の
紹
介
及
び
批
評
が
あ
り
、
又
今
回
氏
口
「
日

y
漁
業
競
争
と
努
働
」

と
越
し
て
語
ら
れ
れ
h
o
其
後
談
話
命
日
伐
中
絶
の
億
に
な
っ
て
ゐ

5
0

本
誌
表
題
の
文
字
伐
名
品
官
舎
員
佐
藤
男
伎
の
揮
宅

b
M加
は
し
た
も
の

て
あ
る
口

仰
木
誌
既
刊
の
分
伐
第
一
一
筑
と
あ
っ
た
が
便
宜
上
以
後
腕
か
以
て
教

へ
る
こ
と
L
し
本
銃
口
之
ら
第
二
綿
と
し
れ
口
叉
木
輯
の
掲
載
順
序
同

大
体
に
於
て
原
稿
提
出
版
に
按
つ
れ
の
ぐ
あ
ろ
。

本
論
集
は
一
昨
年
一
一
日
月
ま
ぐ
本
翠
に
於
て
経
済
率
及
財
政
皐
か
携
任

ぜ
ら
れ
て
お
れ
い
森
本
博
士
に
之
や
献
皐
す
る
も
の
ぐ
あ
る
o
博
士
は
官

時
肢
に
布
陣
帆
二
十
五
年
に
桂
昌
ぜ
ら
れ
て
ゐ
穴
の
ぐ
、
わ
れ
/
¥
は
共
意

義
に
於
げ
る
蹴
賀
論
文
集
か
計
震
す
ぺ
き
と
こ
ろ
荏
蒋
今
日
に
及
ん
村
い

こ
と
は
、
特
に
博
士
の
御
諒
旭
か
乞
は
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ
続
勝
者
識
)

一ニ

O
一ニ


